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●加賀騒動 はなぜ起 こったか ?

加賀藩 の極盛期は五代網紀時代、その綱紀が享保八年 (1723)に 隠居 し、

吉徳が六代落主 に襲封 した。 この頃、藩財政 は困窮 の一途 を進 んでお り、吉徳 は

藩士の除地 (削封)、 商人か らの借財でなん とか凌 ぎなが ら、軽輩ではあるが理

財 の才 に長 じた大槻朝元 を重用 して、その対策 に当た らせた。

大槻 は足軽 の子で、始め御居間坊主であったが、聡 明で利発な ところを吉徳 に

気 に入 られ、享保十一年五十俵取 の御徒士並 の士分 に上げ られた。以後、大槻 は

波状的に加増 を受け、その回数二十一 回におよび、つ いには知行三千八百石 を得

て、藩士 としては最高位 の人持組 に上 り詰 めた。

大槻 の異常な出世 の裏 には、吉徳 との男色関係 にあった といわれるが、それだ

けでは このよ うな昇進ができるわ けがない。大槻 は吉徳の期待 に応 えて、財政再

建 に取 り組み、いちお うの成功 を収めて いる。かれの施策 は倹約 を推進 し、大坂

御金御用 の笠 問安右衛 門 らの能吏 を金融 に当た らせ る と共に、横 目 (諜報機 関)

を掌握 して諸役人の勤怠 ・動静 を探 らせ、町人 を代官下役 に任 じて、新種 の税 目

を立てるな ど、次々 と新手 を案 出 して収入源 の増加 を図つた。

倹約では硬直化 した藩 の出費の節減 をはか って効果 をあげたが、 こうした政策

が一部 の猛反発 を買 うことになる。 とくに大槻 の異例 の出世 を喜 ばぬ老 臣たちが

多 く、そ の先頭が前田土佐守直男 と学者 の青地礼幹であった。

直射は前 田八家の筆頭で、その祖 は利家の子である とい う家柄で あ り、禄 高一

万一千石であつた。その直男が享保十 九年、家柄 を誇 って主家 と同 じ 「剣梅鉢」

の紋 を用 いて問題 とな り、吉徳の機嫌 を損ねて、加判 の職 を免ぜ られた。直男 は

これは大槻 の議言 による ものだ と恨む こと尋常ではな く、世子 の宗辰 (むね とき

)に 接近 して、 しき りに大槻弾劾 の上書 を提 出 した。

その趣意 は、大槻 は吉徳 の君罷 をたのんで 旧慨古格 を強 り、独断先行、枚盛の

者 を登用 しておのれの党派 としている。青地礼幹は、大槻 が城 内狩子 の御蔵の軍

用金 に手 をつ け、大坂商人に売 った ことを難 じた。 しか し、音徳が生存 中は表立

って、大槻 の排斥はで きなか った。

●デ ッチあげの 『加賀騒動J

延事二年 (1745)六 月十二 日、吉徳が死去 し、宗辰 (むね とき)が 相続す

る と局面は一転 し、大槻 は近習か ら表 向御用 に押 し出され、翌三年七月には蟄居

・閉門を命 じられた。 さ らに翌四年十二 月、越 中五箇 山へ流刑 にされた。

ところが、不思議な ことに大槻 の罪状 を明確 にす る史料 は何 もな いのである。

ただ、吉徳 の病気 中の仕方が 「数年の御厚恩 を忘れ、不屈至極」 とい うだけで、

これ には大槻 は不服で大 いに抗弁 した。吉徳の病床で大槻 は大小便 の世話 まで し

て いる。 とて も病 中の仕方云 々は承知できなか った ろ う。

が、吉徳 とい う庇護者 を失 った大槻 の断罪は規定の路線だった。 この間、宗辰
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延事二年七月～延享三年十二 月 22歳

延享 四年一月～宝暦三年四月  25歳

宝暦三年五 月～同年十月    19歳

宝暦四年～明和八年致仕     45歳

明和八年～享和二年致仕     65歳

吉徳 の死後、宗辰、重熙、重靖 (しげのぶ)と 続 けて早死 にしたが、なぜか、

真如院の生んだ利和 と八十五郎の二 人は相続者か ら外 されている。

ち ょうどその頃、真如院 にか らまる毒殺未遂事件が起 こった。真如院の生んだ

八十五郎 を老 臣村井長堅の罰子 にす るよ う重熙か ら命ぜ られたので、真如院は八

十五郎 を連れて金沢へ向か った。 ところが、その後で江戸藩邸で重熙 と浄珠 院の

晴殺 を企み、鍵子 (かんす)に 毒薬 を入れた ものがあった。探索 した結果、真如

院の生んだ楊姫付 きの女 中浅尾があや しい ということにな り、拷問な ど加えて、

真如院の命令で置毒 を した と自白させた。

どうも強 引に真如院を犯人 に仕立て上げよ うとした疑 いがある。 この毒殺未遂
一件は、重靖 を生んだ善 良院一派が利和 を相続順位か ら排除す るために仕組んだ

謀略だ った ともいわれて いる。 しょせん、大奥の女たちの隠微な勢力争 いが原 因

であった。金沢では真如院は縮所 (しま りしょ)に 幽閉され、吟味を受 けたが徹

頭徹尾 これ を否定 した。 さ らに真如院の居室 を調べた ところ、大槻 の手紙が発見

された として、 これ を密通 の証拠 として問題化 した。 とにか く真如院 を蹴落 とせ

ばよか ったのである。手紙 の真偽 は どうで もよかったのだ。

背後で画策 したのは前 田直射 らで あったよ うだ。重熙は真如院の出閉を命 じた

が、結局、密殺 された。置毒 の容疑者浅尾 も拷間を受 けた上で殺害 されている。

む ろん、 この事件は大槻 と直接 の関係 はない。大槻 は越 中五箇山で幽閉されてい

たが、兄や彼が組織 した諜報機関か ら事件の情報 は伝わ って いた とい う。

しか し、寛延元年 (1748)九 月十二 日、大槻 は縮所 内で 自害 した。 自害用

の小刀や衣裳 も、秘密ルー トで入手 して いた ものだったが、その後、兄や一族な

ど一味関係者 はつぎつぎ と処刑 された。



●加賀騒動のその後

いわゆる加賀騒動が落着 したのは宝暦四年 (1754)で あった。延事二年吉

徳が死んだあと、わずか九年間に宗辰、重熙、重靖 と次々に早死にしている。矢

つぎ早の藩主交代は、百万石の格式をもってする吉凶の儀式 (藩主襲封の諸方面

の挨拶 ・葬儀法要)だ けで、たいへんな出費であうた。宝暦四年二月、十代藩主

重教が襲封 したが、加賀藩の赤字財政は依然、解消のメ ドは立たなかった。

大槻一味を処断したものの、 これといった新政策があるわけでない。その頃、

加賀藩の租税収入は、七千三百七十貫 目余、国元 ・江戸 ・大坂その他の経費、一

万四千百五十三貫 目余、不足高が六千七百八十三貫 目余であった。支出が収入の

三倍だか ら、これでは算盤の弾きようがない。

[金一両=銀 六十匁で計算すれば、不足高は十一万三千五十両 となる]

●銀札発行 と借知

そこで、銀札発行にふみきった。つまり流通市場か ら正銀をひきあげて、正銀

使用を停止 したのである。銀札発行は家中藩士の要望でもあった。藩は貸銀の払

底か ら銀札をつくり、藩士に貸 し出したのである。銀札が額面どお りに通用すれ

ば問題はなかったが、そ うは世間はあまくない。正銀との交換規定はあったが、

それは実行されず、たちまち信用を失って、諸物価の暴騰をもたらした。平年は

米一石が銀五十 目ぐらいだが、五月には二百五十 日、六月には六百五十 日、七月

に入ると一貫三百 日、さらに月末には二貫 目とな り、なんと約四十倍 という高値

につ り上がったのだ。

それに宝暦五年は不作であり、買い占め、売惜 しみが値上げを煽 りたて、偽札

まで登場 して、流通市場は大混乱に陥った。領内には数多くの餓死人がでる惨状

で、銀札を恨んで領内の各地に暴動が勃発 し、銀札関係の役人や富商の家が打ち

壊された。 この非常事態収拾に乗 り出したのが、例の前田直男であった。

彼はただちに銀札発行を停止 したが、被害を被ったのは商人たちである。藩は

銀札の回収に、実米 ・正銀を充てたが、交換は額面の十分の一ほどだったので、

銀札は紙 くず同然、商家の倒産が相次いだ。 とうぜん藩士も被害を被った。

ついに藩では家臣の知行の借上げ (借知)を 断行 した。つまり減俸である。そ

んな折 りの宝暦九年四月、金沢城下の大半を焼き尽くす大火災に見舞われた。そ

の損害ははか り知れず、幕府か ら五万両を借 り受けて急場をしのいだが、その復

興は容易ではなかった。

前田直男は財政収拾の見込みなしと、政権を投げ出す無能ぶ りで、後を受けた

老臣二人も手の打ちようもなく、領内に冥加金 (献金)を 課するぐらいが関の山

だった。 この大火の前後、城下には怪 しい不思議な出来事が続けておきた。直男

の奥方や子供が急死をとげたこともか らんで、さきに冤罪で処刑された大槻一味

の怨霊のしわざであるというデマが流れた。怪異談 も大火の前兆だったと噂され

て、ますます大槻の崇 り説が吹聴されていった。

この時の大火で焼失 した後、再建されたのが現在重要文化財の石川門である。

げ



●重教 の 「院政」の失敗

明和八年 (1771)、 重教 は弟治脩 に封 を譲 つて隠退 したが、財政困難 と連

年の凶作、それ に伴 う世情不安 を 目前 にみて、 じっとしておれず、天明五年 に至

って治脩 をさしおいて政権 を回復 した。つ ま り 「院政」であるが、それ まで積み

上げて きた産物方政策 を廃棄 し、徳政 を実施 して薄士の債務整理 を強行 した。

重教 は産業振興政策 の芽 をつみ、徳政の暴令 によっ金融のみちをふ さぎ、富 田

好礼、池 田正信 の二 人を重用 したが、結局、新政策 はな く、租税 引き上げ と藩士

の借知 (減俸)と い うお粗末 さ。富 田 ・池 田 らの関係者のみが、お手盛 りの大幅

加増 し、彼 らと結託 した豪商木谷藤右衛 門が うまい汁 を吸 うとい うことにな り、

これ を批判 した者 を容赦 な く弾圧 した。放逐 (リス トラ)や 減封 にされた者数十

人 といい、八家の一つ、奥村隆振 も鹿島郡能登 島へ流 された。

しか し、 こうした権勢 は庇護者が あって こそ、天明六年六月重教が死去す るや

たちまち富 日、池 田は捕 らえ られ、翌る七年四月に越 中五箇山へ流刑 となった。

木谷藤右衛 門父子 も捕われ、家財 開所 (没収)と な り、親の貞悦 は牢獄で死亡 し

た。まった く、大槻朝元 と同 じよ うな運命 をた どって いる。

●兼六国 と赤門

十一代藩主治脩 (はるなが)の 治世 は、明倫堂 と経武館 を創設 し、文武の奨励

を図つた ぐらいで、財政再建 の施策 は遅 々 として進展 しなか った。享和三年 (1

803)、 治脩の跡 を継 いだのが、斉広 (な りなが)で ある。

斉広 は治惰 同様 に風紀 の統制 を重視 し、藩士 の倹約 を勧め、文武 の奨励 を唱え

た。また 「改作法復古」 を号 して、改作奉行 の廃止 ・十村制度の改革 を断行 し、

隠 田の摘発、引免立帰 り (減税撤廃)の 手段で増収 を 目論んだが、領民の不評 を

か い、一揆 ・暴動が頻発 した。功 を焦 った斉広 は十村が怠慢だ と十八人を能登島

へ流 した。 しか し、流罪 とな った十八人はいずれ も優秀な十村だ ったので、それ

までの業務が大停滞 とな り、やむな く全部 を赦免 にし本貫 にもどした。業 をにや

した斉広 は、十村制度 を廃 し、名称 を総年寄 。年寄 と改 め、改作奉行 も廃 して郡

奉行一本 にした。領民には増税 を強 いなが ら、斉広 は文化五年一月の火災で焼失

した二の丸 を再建 し、豪壮華麗な 「竹沢御殿」 を造営 して隠居所 とした。そのた

め領 内に五千貫 日の冥加金 を献納 させて いる。御殿 の庭園には辰 巳用水 を引いて

泉石の妙 を尽 くし、そ の規模 ・風光 をもって 『兼六目」 と名付 け、松平楽翁 (定

信)筆 の 「兼六園」の扇額 を正面 に飾 った とい う。

竹沢御殿が して五年後、十三代 斉泰が将軍家斉の二十二人 目の娘溶姫 (景

徳院・母親はβ美代の方)を 正室に迎えたとこのとき江戸本郷邸に壮麗な御主殿

門を建てたが、これが現在の東大の 「赤円」である。いうまでもなく新御殿も建

設されたがギ兼六園同様に往時を偲ぶものはない。

考 房 こ レ ) 1 ヽ

●銭屋五兵衛 の登場

斉広 の施政は農村 い じめで不人気だ った。その斉広が死去 して領 民は 「やれ よ

か った。 これで万事好都合だ」 と安心 した とい う。跡 を継 いだ斉泰 は温厚な人物

客



だ った。斉広時代 に冷遇 されて いた奥村栄実 の才腕 を認め、そ の献策 を用 いて加

賀落の 「天保改革」 に着手す る。

栄実 の政策 は商人い じめを特徴 とした。天保八年か ら九年 にか けて、徳政類似

の仕法 をもって武士 ・農民 ・町人の債務整理 を強行 した。 さらに金銭の貸借関係

だけでな く、百姓持高の質入 。売買に干渉 し、 とりわ け寺社 ・町人の土地買得禁

止 を徹底 的に実施 した。 これは藩士か らの借地、農民か らの租税 を確実 にす るた

めに、その負担 を商人高利貸 の手か ら救済 しよ うと意 図 した もので あった。

まさに荒療治であった。一方、改作奉行や十村制度 を復活 し、斉広 の改作法改

革 をくつがえ し、農村機構 を復 旧した。

この栄実 と結託 したのが豪商銭屋五兵衛 である。銭屋 は元 々屋号の ごとく金銭

両替商であつた。六代前の先祖か ら代 々五兵衛 を名乗 った。金沢城下の外港宮腰

に進 出 し、五代 目の父五兵衛 は醤油製造 のかたわ ら海運業 も営んだが、不況で失

敗 し、手堅い質屋 に転 じた。寛政元年 (1789)六 代 目五兵衛が十七歳で家督

を相続 した。 しば らく父親 の監督下 にあったが、文政七年 (1810)に 、質流

れの百二十石積 の船 を買い取 つて回漕業 をは じめた。 これが五兵衛 の海商 として

の第一歩であった。 (以下、五兵衛 を銭五 とい う)

銭五の成功 は蝦夷松前か ら干鰊 (ほしか)を 買い入れて領 内に輸送 し、巨利 を

得たのが きっか け となった。銭五 の海運業 は国内の産業 ・交 易が急速 に発達 した

時代 の波が追 い風 とな り、瞬 く間に拡大成長 を とげた。産業振興 を藩の新政策 と

して と りあげよ うとす る機運 に乗 じ、商機 をつかんだ銭五の抜 け 目な さもあった

ろう。天保期 に入 ると千石積以上の大船 を購入、あるいは新造 した。高 田屋嘉兵

衛 の千四百石積 の持船 を買い取 つて いる。 また、加賀藩領 内軽数調理役 (船舶 の

調査課税 に関す る役)に も任 じられ、銭五 は押 しも押 されぬ海運界 にお ける一方

の旗頭 にの し上が った。

銭五 は全国に三十四 ヵ所 に支店 をもち、金沢 は じめ三 ヶ国だけで も奉公人百六

十八人、持船大小合わせ て三百三十捜、資産約二百万両 を有 した とい う。 当然、

加賀藩 は銭五 にしば しば御用金 を上線 させている。

銭五が密貿易をや って いた とい う説が ある。一 に朝鮮近海 (竹島)貿 易説、二

に樺太 にお ける山丹 (黒竜江河 口の通称)と の貿易、三 に北海 にお ける対 ロシア

貿易な どで、 これは当時、 日本海 を北前船が活発 に行 き交 うなかで十分 にあ り得

る ことで ある。密貿易は莫大な利益が あが る。や らない手はないだ ろう。

じっさい、浜 田藩 は竹 島貿易をや って藩主以下が幕府か ら処罰 されている。広

大な海の上の こと、浜 田藩な らず長州落 もや って いたよ うだ。薩摩藩 は琉球 (沖

縄)を 通 じて、中国 と密貿易をや っていた とい う。

銭五没落への機 は、天保十四年の奥村栄実の死である。奥村 に代わ って政権の

座 に就 いたのは年寄 の長連弘。かれは奥村 の強 引な改革 を批判 して いた 「黒羽織

完Jの 上回作之垂の学説 に傾倒 し、藩の重要ポス トに黒羽織党の党員 を配置 して

態勢 を固めた。黒羽織党 の新政は、諸役所の人員削減、冗費節減、網紀粛正 を行

な って薄庁内外 に覚醒 を与えたが、一方、緊急の課題であった領国沿岸の海防施

設の強化 にも全力を上げね ばな らなか った。



●銭五の波落 と悲目

海運業 の前途 に不安 をいだ いた銭五 は、三男要蔵 を名義人 として河北潟埋立 開

墾 を出願 して許可 を得た。銭五 の家存続 ・家産の安全分散で あった。 ところが、

河北潟埋立は困難で遅 々 として進 まず、経費はか さむばか りである。そ の上、河

北潟 の漁業が脅か され るのを心配 した沿岸の漁民たちの工事妨善が始 まった。

その執助な妨害 に要蔵 は、 いつそ魚類 を殺 して漁 民の希望 を断念 させ よ うと、

石灰 と油類 (臭水 =く そ うず ・石油)を 大量 に投入 した といわれている。が、 こ

の話はその後 に発生 した死魚 中毒事件 を、銭五の悪業 の一つ として挿入 された も

の ともい う。

嘉永五年七月、その河北潟 の死魚 を食べて 中毒死 した者が出た。 これ は銭五が

投毒 した所為だ と怨嵯の声が上が った。お りしも銭五父子 は善光寺参詣 に出掛 け

て いた。 これは嫌疑 を逃れよ うとしたのだ と推測 され、帰国早々、一族お よび工

事関係者が逮捕 され、投獄 された。

同年十一月、銭五 は吟味中、八十歳 の高齢で牢死 した。事件の判決 は翌六年十

二 月、要蔵 は疎、手代市兵衛 は臭首、喜太郎 ・佐八郎 (銭五の長男 ・次男)は 永

年、そ のほか処罰者数十人にお よんだ。銭五 の実大な財産は没収、持船 ・諸道具

類 は競買 にか け られ、藩庫 に収め られた。のちに喜太郎 ・佐八郎は釈放 されたが

、喜太郎は 自殺 し、佐八郎 もま もな く死んで、 さしもの銭五財閥はたあいな く崩

壊 した。

銭五の悲劇 に対す る世間の評判 はす こぶ る冷酷だ った。米の買 占めや高利の貸

付 けで、直接被害 を被 った民衆 の反感 を買ったか らである。 また、銭五 の庇護者

・奥村栄実 を失 った ことも大 きな要因だ つた。密貿易で幕府の嫌疑 もあ り、加賀

藩 にすれば、早々に銭五 に罪 を被せて決着 をつけたのだろ う。

●その後 の政局 ・卵辰 山騒動

銭五事件 を判決 し、関係者の処刑 を執行 した翌年の安政元年、長連弘 らの黒羽

織党一派 は躍免 された。 もともと黒羽織党 はエ リー ト意識が高 く、藩士や領民か

らも毛嫌 いされていたので、藩主斉泰が決断 した ものだ った。

しか し、つ ぎに政権 を担 当した年寄横 山隆章は名族八家の一つで、禄 高三万石

の家柄で あつたが、凡庸な人物で、幕末忽忙 の時代 を乗 り切 る政治的手腕はなか

った。安政五年の凶作 のさい、その処置 の失態か ら米価が三倍 に高騰 した。七月

十一 日の夜、二千余の民衆が卵辰 山に登 り、 「ひだるいわの…、米が高 こうな っ

て米が食 えんわ いや、腹へ つた、米 よ こせ」 と日々に絶叫 し、翌十二 日夜 も続 い

た。す る と、不思議 に も翌 日か ら米価が下が り始めた。買 占め していた城下の米

屋が打 ち壊 しを怖れて、米 を売 り出 したか らである。たが、城下 を騒がせ、藩主

に聞 こえよが しに絶叫す る とは不違のやか らであると、首謀者 ら七人が捕 え られ

斬首 された。のち綿津屋 とい う土地 の親分が これ をあわれみ、卯辰 出の山麓 に七

体 の地蔵 を建てな らべた。 〃七稲地蔵 〃といい、地蔵 はみな稲束 を抱 えている。

この騒動で横 山一派 は後退 し、文久二年 (1862)頃 か ら、ふたたび黒羽織

党の面々が落の要職に復帰した。そして、産業政策にいくつかの実績をあげた。
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だが 当時、京都 を中心 に尊呈霞夷 の嵐が吹きまくってお り、加賀落で も遅れ馳

せ なが ら若干 の志士 の活動がみ られた。 しか し、政権 を握 る黒羽織党は 旧体制派

に対 しては、革新派で あったが尊醸派 とは無縁であった。 また、側用人松平大弐

ら数少な い勤王志士 を元治元年の禁 Plの変での加賀藩 の不始木で、切腹 ・禁獄 ・

流刑 に処 したので、勤王派 は全滅 して しまった。 これが明治維新 に加賀藩が大き

く乗 り遅れた原因である。

●結び ―― 加賀藩の宿命

加賀藩 の歴史 を振 り返 る と、利家 ・利長 ・利常の草創期 には徳川幕府の執助な

嫌疑 を巧み にかわ しなが ら、藩体制の確立 に成功 した。画期的な農村改革 〃改作

法 〃の施行 は全国諸大名 を驚嘆瞳 目させ 、海 内随一の百万石大大名 としての財政

基盤 を揺 るがぬ ものに した。

そ の成果 は、五代網紀 の時代 に開花 を見 る。 「政治 は加賀 にあ り」 「加州 は天

下の書府な り」 と賛美 を浴び、 ″文化大名 〃の名 をたか らしめた。だが、一方で

は農業経済か ら商業興隆 による貨幣経済へ移行す る中で、加賀藩はつ いて行 けず

に苦 しみ、綱紀時代 の膨大な出費 もあって、財政は悪化 の道 をた どる。

加賀藩が抱 える旧体制 の弊害 もあった。落政 を担 う一族名門の八家 (はっか)

は、 旧来 の伝続 と格式 に こだわ り、新政策や有能な人物の登場 を妨げた。六代吉

徳が重用 した大槻朝元が いい例である。その後 は、産業振興政策 を廃止 した り、

また復活 した り、時々の政権担 当者 によって 目ま ぐる しく政策が替わ り、方針が

定 ま らなか った。財政再建 もや る ことと言えば、藩士 の減棒、農民へ増税や御用

金、不換紙幣の銀札、商人へ の冥加金な ど、みな後向きの政策で しかなか った。

その上、伝家の宝刀 「徳政」 を断行 した。せ っか く銭五のよ うな海運界の豪商

が 出てきて も、それ を保護 して加賀藩 自ら乗 り出 して 日本海航路の商業権 を拡大

す る こともしなかったのだ。

幕末 に至 って、尊皇嬢夷運動が燃 え盛 る京都近 くに位置 しなが ら、加賀藩はま

った く反応が鈍か った。 この中央政局の動 きへの鈍感 さには驚 く。数少ない勤王

派 もみな処刑 して しまい、明治維新 に海 内無双の大藩 は何 も出来ず に時流 に乗 り

遅れた。京雀たちは 「剣付鉄砲 槍 鉄砲  京 の煙で蚊が (加賀)逃 げた」 とうた

いはや した とい う。維新後 は新政府か ら軽侮 され、加賀 人はある時期 まで軍 ・政

・官界での出世は妨 げ られた。

【加賀落 の剣術】

富 田済   中 条流嫡家である富 国家が、景政 ・重政 (名人越後)以 来、加賀藩

深甚済

義経済

に仕えて、名門流儀 として 「お留流」 とな った。

白山の麓 に棲む謎の剣士 ・深草甚四郎が開祖.甚 四郎 は塚原 卜伝 と

引き分 けた とい う。

義経神 明流。滝長兵衛が開祖 とい うが不明。 『撃剣叢談』 に 「義経

流 の勝負す るさま、右の手 に太刀 を振 りか ざし、左 の手 を差 し延ベ

打たせ て勝つな り」 とあ り、左手は餌 とす る古流。

/
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